4 ch デジタルワイヤレスシステム 
ワイヤレスパンチルトカメラ&モニターセット 




ROOM EYE2 TR-X50PTC/TR-X50M 


取扱説明書(保証書付) 



■ ノイズの影響を受けにくい、 2.4GHz 帯デジタルち式。 

■ 電波の最大到達距離は、約 200m。 （見通し環境による） 

■ 送信機、受信機が相互に ID を認識して通信（ペアリング）するので、外部に映像が漏れません。 
■ 屋外軒下設置用カメラ （TR-X50WCP)、 屋外軒下設置用送信機 （TR-X50T) と組み合わせ可能。 
■ カメラ4台同時接続でき、4分割画面で表示できます。 

■ SD/SDHC 力ードへの録画可能。（最大 32GB) (手動録画/センサー録画） 

■ 7インチ液晶モニター内蔵。配線は電源アダプターを差し込むだけ。 

■ エコモード機能により、留守中はエコで安ふ。 

カメラ特長 

■無線にて受信機よりパンチルト （240 度/110度）操作ができ、広範囲をモニターできます。 

■ スピーカー、 マイク内臓で、双ち向での音声通信が可能。（同時通話不可） 

■ 赤外線投光により、暗い屋内の監視も可能。（投光距離約 4m) 

■ モーションセンサー内蔵により、映像に変化があった場合の録画、または信号送信が可能。 

■ 画像反転機能搭載。天井付けなどにも対応します。 


※製品改良のために、予告なくが観/仕様等を変更することびあります。 


2.4 FH 8 








ご使用の前に 

各部の名祿と機能 


TR-X50M 



側面図 



①電源 LED 
③電源/エ]モ-ドキ- 

③ 誦 備モードキー 

④ 画像調整キー 
⑥ 消音キー 

⑥チヤンネルキー 


⑦メニュ ー/ 戻るキ ー : 

⑨ 再生 モー ド キー 

⑨ 録画 キー 

⑩ 実行キー 
⑩ 力ーソルキー 


の順塞で切り替わります。 


電源びオンのときに点な、エコモードのときに点滅します。 

電源のオン/オフ（電源をオフにする場含は、長巧し約3砂） 

電源オンの時に巧すと、エコモードになります。 

警備モードのオン/オフを巧います。 

モニターの画像の調整を巧ラ際に押します。 

音声を一時的に「消音」状態にします。 

モニターに映るチヤンネルの設定を巧います。 

1 c h =>2 c h う3 c h づ 4 c h => XQuacl づ 1 c h • 

長押し （3 砂]^上）：※オートシーケンス 

※オートシークンス：表示チヤンネルを一定時間毎にのり替えます。 

XQuad : 4 分割画面表示 

機能の設定メニューに入ります。 

設定メニュー内で巧した場含、そのメニューからひとつ上の階層に戻ります。 

再をモードに入ります。 [メニュ ー /戻るキ ー ] でモードから出ます。 

録画を実行します。ちラー度押すと録画を停止します。 

各種コ7ンドを実行する際に押します。 

画面上のカーソルを移動する際に巧します。 

再をモード時： 各キーに表示されでいる機能び再生ファイルの操たに割り振られます。 
単画面表示時： パン/チルト操巧（づ P .39) 

TR - X 50 PTC を接続したチヤンネルを単画面表示しでいる場含に巧能。 
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ごほ用の前に 

各部の名郝と機能 


I TR-X50M 

裏面図 

壁掛け用巧 


電源入力端子 


©じンサ ーキー 
⑩它ンサー LED 
@話す キー 
© SD 力ードス日ット 

獲)ラインフック 


:「じンサー送信先 J で設定された端末に信号を送信します。（づ P .28) 

:誦備モード中に t ンサー入力びあった場含に、点なしでお知らせします。 

:現在映っている画面のチヤンネルに、音声を送信します。 

: SDHC メモ1」ーカードを装着するところです。 

※本書では、特に断わりのない限り、 SDHC カードを SD カードと称します。 

:配線時、コードを引っ掛けるなどしで、配線の整理をするのに利用します。 
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BtF3==B^ 


各部の名郝と機能 


TR-X50M U モつン 







: ar TR-X50M 



⑨誦備モードキ- 


⑨ 画像調整キー 


⑩ チヤンネルキー 


⑩実行キ- 


ンサ ーキー 


⑩ 録画 キー 



初めてリモコンを 
ご使用になる際に 
は、必ず電池保護 
フイルムを外してく 
ださい。 


r 


③ボ リュームキー 



リモコンの電池について。 

必ずボタン型電池 

「 CR -2025」 をご使用 

ください。 


① エ コモー ドキー :エ コモー ドのオン/オフ 

② メニュ ー/ 戻るキ ー :機能の設定メニューに入ります。 

設定メニュー内で押した場含、そのメニューからひとつ上の階層に戻ります。 

③ 力ーソルキー ：画面上の力ーソルを移動する際に押します。 

再をモード時： 备キーに表示されでいる機能び再をファイルの操作に割り振られます。 
単画面表示時： パン/チルト操作（づ P .39) 

TR - X 50 PTC を接続したチヤンネルを単画面表示しでいる場含に巧能。 


④画面比キー 
⑥ 再をモードキー 
⑥ 消音キー 
@ボ |J ユー ムキー 
⑨謙 備モードキー 

⑨ 画像調整キー 

⑩ チヤンネルキー 


モニター上の画面の比率を切り替えます。 

再をモードに入ります。 [メニュー/戻るキ ー] でモードから出ます。 

音声を一時的に「消音」状態にします。 

音声を調節します。大：音量大きくル：音量小さく 
誦備モードのオン/オフを行います。 

モニターの画像の調整を巧ラ際に押します。 

モニターに映るチヤンネルの設定を巧います。 

1 C h づ2 C h =>3 C h づ 4 c h => XQuad づ1 C h ••- •の順塞で切り替わります。 

XQuad : 4分割画面表示 


⑩実行 キー 
⑩它ン サーキ ー 
⑩緑画 キー 


各種コ7ンドを実行する際に巧します。 

r じンサー送信先 J で設定された送信機に信号を送信します。（づ P .29) 
録画を実行します。ちラー度巧すと録画を停止します。 
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ほ用の前 I 


各部の名敬と機能 


TR-X5QPTC 



マイク巧 



① CdS たンサー 


③音声出力端子 
③フ リツカーレススイツチ 


化に反応する它ン 
サ ー。 防犯カメラの場 
含、暗< なると/ホ外線 
投光器び起動するよラ 
に設定されでいます。 

ホ 3.5 mm ミニジャツク 


電源入力端寺^ 

⑤音声出力端み 



堂化な等の化で撮影した時に凳を 
する画面のちらつさを抑制するス 
イッチです。お住まいの地域の電 
源の周波数に含わせでください。 
(日 0 HZ /60 HZ ) (う P .20) 


L ブラケット用ネジ巧 
-じンサー端子台 


—⑤フリツカーレススイツチ 

(2 奮を使用。1室は末使用です。） 


内蔵モーション它ンサー：モーション t ンサー（動体検知機能）とは。映像の変化を検知し、信号を送信する機 
能です。受信機側から 「 On / Off 」 がで!能です。 
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ごほ用の前に 

各部の名敬と機能 


|5イブ画面のアイコンの説明単画面表示時 


電波が態アイコン 

受信機び受信しでい 
る電波の強さを示す 
アイコンです。 
バーび4本表示され 
でいる時び最良のが 
態です。 


録画アイコン 

録画中であるこ 
とを示すアイコ 
ンです。 

0 



SD カード アイコン スピーカー アイコン 

SD 力ードび挿入され[話す]キーを巧し、受信 
でいるが態を示すアイ機側の音声を、送信機側に 
コンです。 送っているが態を示すアイ 

コンです。 

〇 


■0 モニター C h 表示 


現在モニター中のチヤ 
ンネルび表示されます。 


〇才ートシーケンスアイコン 

モニターび才ートシークンス 
が態であることを示すアイコ 
ンです。 


■0 曰巧 
■0 時刻 


I ライブ画面のアイコンの説明 4分割画面表示時 



注意 


この項の図は、機能を説明するために、すべての表示を仮に表示したちのです。実隐の表示 
では、同時に表示されない組み含わせ尊びを在します。 
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ごほ用までの準備 

機器の假接続/ペアリング 


1手順 

ペアリング HP .22) を行ってか！5送信機を設置することをお薦めします。 


受戶機. 

—アンテナの装着、付属の A C アダプ 
ターを接続し、稼働状態にします。 


〇送信機： 

し アンテナの装着。 

付属の A C アダプターを 接続し、 
稼働状態にします。 



AC アダプター 
咐属) 

II 

II 


AC 100 V 





〇 巧信機： 

設定/[ペアリング]を設定します。 
HP .22) 
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じンサー端子台 

外部接続機器をご使 
用になる場含に使用 
する端寺です。 


コン它ントへ 



II 

II 





コンたントへ 


n 接続図 


DD DCO 
NN NNN 
G G 

力力力力力 
入入出出出 
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ごほ用までの準備 

設置 TR - X 5 QM 


L スタンド TR - X 日 0 M 

TR-X50M 付属のスタンドは、2通りのモニター設置角度を選べます。 

傾き小 傾き大 






I スタンドの取り付け 



モニター を傾きルで使用する場合に 
こちらのネジを使用します。 


モニターを傾き大で使用する場合に 
こちらのネジを使用します。 



スタンド取り付けネジ巧に、 
希望の角度になる様に、スタ 
ンドのネジを取り付けます。 


2 


ネジをドライバー等で締 
めます。 

位置合わせと、回転防止 
のために、ネジ巧の両脇 
のガイド巧と、スタンド 
のガイドピンにあわせ 
て、作業してください。 
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ペアリング 


ペアリング 


各送信機のチヤンネ j レの割り振りを行います。 


選択可能チャンネル：1 C h 〜 4 c h 

対象機種： TR - X 50 WCP / TR - X 50 PTC / TR - X 50 T 



2 


[ペアリング] アイコンを選択。 

バアリンブ 

/ H- 時信止\ 


固 

み 

|[^ を押しで選択します。 

■居止 

a 

[1 [実行] キーを 押す。 1 



3 


設定 y ： こい に H] アイコンを選択。 

を押しで選択します。 


/ ■■-時居止*\ 

I 戻り I 実巧 I ちり/ 


み 

[実行] キーを 押す。 



4 


選択中の CH に設定する送信機の [ペアリングキー] 
を30抄 J ツ内に押します。 

ペア U ンヴキヤンがしは、 [メニュ ー/ 戻る] キー 
を巧します。 

対象機種： TR - X 50 PTC / TR - X 50 WCP / TR - X 50 T 




初めてご使用になる前には、必ずペアリングを行ってください。 

ペアリングを行わない場合、送信機を認識できず、映像を受信できません。 

♦ 1台の受信機に最大4台までの送信機をペアリングすることが出来ます。複数の受信 
機に1台の送信機を同時にペアリングする事は出来ません。 

参電源を切ってもペアリング情報は保持されます。 

参ペアリングの「変更/再設定」をしたい場合は、再度ペアリングを行えば、変更できます。 
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モーションセン ヴー 


各チヤンネルにペアリングされたカメラのモーションセンサー機能の「オン/オフ」を設定します。 


モーシヨンセンサーとは 

映像の変化（映像中の動さ等）を検知し、 
信号を送信するシステムです。 


[メニュー/戻る] キーを巧す。 



rO\ 







2 


[ 它ンサー設定]アイコンを還択。 




を押しで選択します。 




み 

[実行] キーを 巧す。 



3 


[モーシヨン它ンサー設定]アイコンを選択。 

を押しで選択します。 


问 I~ IR 

I 戻り 黃5 を 。 j 


みの 

[実行] キーを 押す。 



4 





























































































I か部出力 

送信機側の「モーションセンサー/外部センサー」か S の信号受信によって、受信機の 「センサー 
出力端子 J に接続された外部接続機器に、信号を出力する設定を行います。 



TR-X50M 



3 


[が部出力] アイコンを選択。 







み 


を押しで選択します。 


[実行] キーを 押す。 



4 


モーシヨン它ンサー on/off 
たンサーき信 on/off 

任意に設定。 



項目選択 on / off 選択 


[実行] キーを 押す。 


モーションたンサー on/off 

カメラのモーション它ンサー 
からの信号受信で、信号を出 
力する設定。 

它ンサーき信 on/off 

送信機側に接続した外部じン 
サーからの信号受信で、信号 
を出力する設定。 


かを 巧 ft 出力 

モーシヨンセンサー Off 

セシ甘— 5 信 百 ft 
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センサー設定 


I 七ンヴ送信先 

受信機に接続された外部センサー機器か！5、信号の入力が受信機にあった場合、または、受信 
機の[センサー]キーを巧した時に、信号を送信するチャンネルを設定します。 



設定内容 

lch /2 ch /3 ch /4 ch/P (1 画面表示されているチャンネルじ 送信4 画面表示時 

は 無効です。） 


[メ ニュ ー/ 戻る] キーを押す。 



2 


[ 它ンサー 設定]アイコンを選択。 

/ II- 時居止\ 

固曰目 を押しで選択します。 

■居止 

み ▼ 

[実行] キーを 巧す。 



3 


[ 忆ンサー送信] アイコンを選択。 

/ II- 時居止 "V 

を押しで選択します。 


み 

误巧] 


キーを 押す。 


t ンサー 


が货 


4 


任意のチヤンネルに設定。 

X 11- 船止 \ ll-K 居止 


目 GD 目邸-1回 


チャンネル選択 on / off 選択 

み 

[実行] キーを 巧す。 


参送信先に指定できるのは、 

1つのチヤンネルのみです。 
参同時に複数のチヤンネルに 
は送信できません。 

•設定値が [ P ] の場合、 

4 画面表示時に信号送信 
はでさません。 











































































機器の使い方 


電源/エコモード 



電源 OFF 

[ 電源] キー約 3 砂間長押しします。 

[ 電源/ェコモード LED ] び消なします。 



I ェコモード 

エコモード： 

TR - X 已 0 M を作動状態のまま、消費電力を約4日％低減する機能です。 

お出かけの際や、警備モード中にご使用になると節電になります。 

エコモード時は、モニターの映像が見えなくなり、キー操作を受け付けなくなります。 
但し、 [電源/王コモード] キーの操作は可能です。 
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機器のほい方 

画像調壁/音量調壁 


I 画像調壁 

モニターの 画像を調整します。 ※外部モニターには影響しません。 


設定内容 

明るさコントラスト色の濃さ色合い 


[画像調整] キーを押し、調整した 
い項目のメニューに含ねせます。 

[画像調整] キーを押す毎に、 

明るさづコントラストづ色の濃さ 

づ色舍い ••-とカーソルび移動 
します。 



2 


[音量大/ル] キーを押し、 
適宜な値に調整します。 

約10砂後、何ち操作しなけれ 
ば、自動で画像調整メニューか 
ら抜けます。 




ま意 

映像のち調について 

映像の色調は、ご使用のモニターや光源（太陽光•各種照明機器等)の 


状況により変化します。 


I 音量調壁 

音量の大ささを調整します。 


[音量大/ル] キーを押し、 

適宜な値に調整します。 

画面上に、現在の音量を示すグラフび 
表示されます。 

約10砂後、何ち操作しなければ、自 
動で画像調整メニューから抜けます。 



消音： 一時的に消音ずる機能でず。 

[ ミ肖音] キーを押すと、消音状態にな 
ります。 

再度 [ ミ肖音] キーを押すと、消音状態 
び解除されます。 
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1 c h 与^ 2 c h 与^ 3 c h 与 4 c h 与※ Quad 与 1 c h ••- •の順番でモニター画面が切り替わ 
ります。 

《Quad : 4分割画面表示※才ートシーケンス （ 自動チヤンネルの誓）： P.32 参照 

モニターするチヤンネルを選択する。 

[チヤンネル] キーを押す。 

[チヤンネル] キーを押す度に、 

1 ch =>2 ch =>3 ch =>4 ch => Quad ^1 ch --- 
の順塞で切り替わります。 


※才ートシーケンスにする。 

オートシーケンスを行ラ： [チヤンネル] キーを3秒!^ソ上長押し。 
オートシーケンスの解除： [チヤンネル] キーを押します。 


才ートシーケンス関連頂目与 P.32 


才ートシーケンス（チヤンネル自動切換え) 


モニターに表示するチヤンネルを、一定時間毎に自動で切り替えで表示する機能です。 

画面の切り替わる時間は、 [ 設定メニュー/各種設定/オートシーケンス] で設定します。づ参照 P .32 





曾均 P 筑指吕顽 



ペアリングされた送信機が1台の場合、オートシーケンスは、作動しません。 

複数台の送信機を接続している場合で、ペアリングされていないチャンネル（空きチャンネル） 
がある場合、空きチャンネル及び、4分割画面はスキップします。 

警備モード中はオートシーケンス機能は使えません。 
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TR - X 50 PTC と接続されているチヤンネルをモニター中に、 TR - X 已日 PTC のカメラの向きを 
操作する、パン/チルト操作を行えます。モニター上で見たい方向のカーソルキーを押してく 
ださい。カメラの向をがかね0ます。 



。パン/チルト操作天井付けの場を 

天井付けなどで、カメラを逆さまに設置した場合の操作。 
モニターの画像の設定：画像反転 HP 34)[ 上下左ち反転] 
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監視装置として稼動させるための機能です。 

センサーを使った録画機能や、信号出力、ブザー鳴動等を設定にしたがって稼動状態にします。 



[警備モード]には、下記の機能設定が反映されます。各項をご埋解のうえ、ご利用く 
ださい。 


センヴー録画 

送信機側のセンサーの信号受信によって録画を行う機能です。 
[ センサー録画設定 ] 与 P .25 [ センサー録画時間 ] 与 P .26 

[ モーシヨンセンサー ]^ P .27 


か部出力 

送信機側のセンサーの信号の受信によって、本機に接続された外部接続機器に信号を出 
力する機能です。 

[モーションセンサー: HP .27 [外部出力]与 P .28 [外部出力時間]^ P .3 日 

ブザー鳴動 

送信機側のセンサー信号を受信した場合に、受信機のブザーを鳴動させる機能です。 

[モーシヨンセンサー]与 P .27 [ブザー鳴動]与 P .31 
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機器のほい方 

警備モード 


I 警備モ^ド ON/OFF 


警備モードを ON にする 

[警備モード] キーを巧す。 


警備モード LED 
ON で点灯 



2 


警備モード ON 

モニター 画面び、4 
分割画面になります。 


L 


モニター画面 



センヴー信号の受信 
があった場合、その 
チヤンネルの画面に 
切り替わります。 



モニター画面 


3 


録画をずる場を 

設定した録画時間 
の録画び終了する 
まで、単画面表示 
状態になります。 


録画処理お了後。 

モニター 画面は、4 
分割画面にもどり、 
センヴー信号の受信 
待ちの状態になりま 
す。 


録画をしない場合 

3秒間、単画面表 
示状態になります。 


モニター画面 



警備モードを OFF にする 

麵備モード中に [ 警備モード] キーを巧す。 

与 [ 警備モード] 解除与 [ 警備モード LED ] 消な 



警備モード時のミ主意 

警備 モード時に、本機は下記に示す項目の動作が通常と動作が異なります。 

参パン/チルト操作はできません。 

•画面切替/才ートシーケンスが出来ません。 

•センサー送信先の設定が[門の場合は、4分割画面表示中は信号送信は無 
効となり、1画面ポップアップ時に該当チャンネルに信号を送信します。 
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機器のほい方 

録画 


■手動録画 


録画を任意でおこないます。 

現在モニターされている映像を録画したいとさに使用します。 



I 録画画面の説明 


録画アイコン〇 

録画中であることを示すアイ 
コンです。 

参 REC が表示される前に、 
カードのが態によって 

[ - ] が表示される 

場合があります。 

参 [ - ] は、録画準備 

中を示しています。 


電波が態アイコン 0— 

受信機が'受信しでいる電波の 
強さを示すアイコンです。 
バーび4本表示されでいる時 
び最良の状態です。 


HD SD 力ードアイコン 

SD カードび挿入さ 
れでいる状態を示 
すアイコンです。 
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機器のほい方 

録画 



センヴー録画を行ミ 


モーションセンサー/外部センサーの信号受信によって録画します。 

[センサー録画設定]与 P .2 已[センサー録画時巧設定]与 P .2 目[モーシヨンセンサー]与 P .27 



関連する設定と例 


お セパ- flllllft ま 

モーシヨシセンサー On 
センサー*® On 


け非 



セシ廿一»■ホな 


lar 

1 

分 

け 

Wt : 一 

ijjp モ-シミシセシサ— 

力> ラ 1 

Qm 

ホよう2 

Off 

力巧3 

Off 

ま! > ラ 4 

Off 

が〇 

OKi ^ 


センサー録画設定 

^P.25 

録画に利用したいセンヴー 
を ON にします。 


センサー録画時間 

部.2目 

1回の検知で録画する時間 
を設定します。 


例）左に示ず設定の場合 



か部センサー 


Ich 

モーションセンヴーと 
外部センサー、どち 
5かの信号受信で録 
画を1分間行います。 




• 設定後は、警備モードを 



ON にしてください。 

モーションセンサー 

重要 

与 P.40/P.41 参照。 

部. 27 


• 録画に併せ、ブザーを鳴ら 

カメラ内蔵のモーションセン 


す場合。 

ヴーを利用し画像の録画を 


与 P.31 参照。 

行いたい場合は、モーショ 



ンセンサーを ON にします。 



(各チャンネル毎の指定） 
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機器の使い方 

録画した映像を再生ずる。 


1再生 



3 


ファイルび保をされでいる フォルダーを 選びます。 



^ 項目選択 ページ切替 

[実行] キーを 押す。 


参フオルター名は、 
曰巧毎に作成され 
ます。 


100608 

I_I I_I I_I 

年月日 



再をするファイルを選びます。 


呈^ 


ド 

、戻。実巧 

をり J 

、戻。 II 実。 1 い 


■居止 

項目選択 

ページ切替 


[実行] キーを 巧す。 


•■■V ム m 

»L ; 别 IJ TSK! 

H Util 4 Tin 

tSrS 

ILIHIIJ 3 【円 

り匿< m \ 

t 口 Liij m\ 


> ファイル名は、録 
画開始時刻で作成 
されます。 

>ファイル名末尾は 
チヤンネル No . 

181103_1 

|_| 1_1 1_1 

時分秒 ch 


B 参再生中は、 SD カードを絶対に抜かないでください。 

参録画ファイルが上書されると、録画ファイル表示の順番が変わります。 
参再生中は画像、音声、信号等の通信が止まっている状態です。 
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機器のほい方 

録画した映像を再生ずる。 


I 再生画面の説明 


映像の長さび表示されます。 


現在の映像の時間情報び 
表示されます。 



再生の状態を示します。 

► 再生中 

► X 2 早送り 
II 一時停止 

っ ] 早戻し 


;録画曰な 
録画時刻 


再をモード時のキーの機能 




録画時の電波の状態によっては、再生画像が止まって見える場合がありますが、異常では 
ありません。 


I SD カードに保をされた映像を、パソコンで閲覧ずることができまず。 


録画したファイルは、 AVI お式で SD 力ードに保をされます。 

AVI 形式のデータなので、 SD 力ー ドのデータをパソコン上で閲覧/保を等び巧能です。 
※閲覧の際は、 AVI 形す対応の動画再生ソフトをご使用ください。 
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機器の使い方 

センサー信号送信 


送信機側のか SB 接続機器に信号を送る 


手動、或は、[受信機側に巧続されたか部センサー]の信号を受けて、[送信機側のセンサー 
端子台に接続されたか部接続機器]に信号を送信する事がでをます。 


L じゾソ 。■ロィ bj- ^「ムー j 



概念図 

信岩 


A 、 


r 


か部ち続機器： 11 — 


信音 




画。の.]^:^ か 


■ 

、外部セ: 


1センヴー 


[ 它ンサ ー] キーを巧しでください。 



参送信先に指定できるの 
は、1つのチヤンネルの 
みです。 

参同時に複数のチャンネ 
ルには送信できません。 


[ 它ンサ ー] キーを巧しでいる間、信号び送信されます。 

リモコンで操作した場合は、約1妙間の信看送信になります。 

注意：外部接続機器の動作は、外部接続機器の設定により決定されます。 


使用例 


手動送信を行い、受信機から送信 
機に信号を送信。外部接続機器の 
回転なを作動せる。 


送信機 



信岩 



信岩 


受信機 



回面ななど 
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機器の使い方 


を話をする 


を話をする 


TR - X 50 PTC 


J - R - X 50 T と接続した場合、双方向での会話が巧能です。 

(※双方向で同時に話ずことはでをません。） 



[話す] キーを巧さない場含： 
送信機側の音声をモニターし 
でいます。 

[話す] キーを巧した場含： 
TR-X50M 側の音声び送信 
機側に送信されます。 

送信機側の音声はモニター 
されません。 


か部 スピーカー 


TR-X 已日 PTC は、内蔵スピーカー 
m 外にち、音声出力端子を利用して、 
外部スピーカーの接続が可能です。 




外部 スピーカーを 接続し 
た 場合は、内蔵 スピ~ 
力一は使用できません。 


※外部スピーカーはアンプ巧蔵の製品をご使用くだ古い 



錦機能表 


TR - X 50 WCP 

TR - X 50 PTC 

受信機側で 
音声 モニター 

A 外部マイク、または、マイク内蔵カメラ（別売） 
^が必要。 

〇 

〇 

双方向の会話 

^外部マイク、または、マイク内蔵カメラ（別売） 

X 

〇 


外部スピーカーが必要 
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本機器は、 [市販のか部接続機器] をつなげる事により、活用の範囲が広がります。 
外部接続機器と関連した機能は、下記の機能です。 

-送信機側(こ接続したじンサ ー、 壁報器の信号を受信し、録 
画を開始する。 

-受信機側より信号を送信し、送信機側に接続された外部機 
器を動作させる。 

-送信機側(こ接続したじンサ ー、 壁報器の信号を受信し、受 
信機に接続した外部機器を作動させる。 

-送信機側(こ接続したじンサ ー、 壁報器の信号を受信し、受 
信機の ブザーを 鳴らす。 

■応用例 义災報知機と回転なを導入した例 


設置場所：離れた納屋等に設置 

設置目の：離れた場所から不蓄者、乂災の両方を監視する。 
1 • 不蓄者監視 

不審者びおつ'くと、カメラ内蔵のモーションじン 
サーで検知 

P , 乂巧臣と視 

乂災を検知すると乂災報知機び発報 
乂災報知機からの信号^カメラを経由^受信機 
与回転な 


与 SD 力ードへ録画（它ンサー錄画) 
ブザー鳴動 （ブザー鳴動） 

回面な作動 （外部出力） 

ブザー鳴動 （ブザー鳴動） 


センサー録画設定 P .25 
与センサー録画時間 P .2 巨 

与センサー送信巧 P .2 日 

か部出力 P .28 
か部出力時巧 P .30 
与ブザー鳴動 P .31 
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応用編 

複数の送信機を接続ずる。 


本製品は4台までの送信機を接続することが可能です。但し、同時に複数チャンネル （4 分 
割画面含む）の録画はでさません。複数チャンネルの録画をする際は、モーションセンサー、ま 
たは，外部センサーか S の信号を受けて録画する設定をお勧めします。 


ほ用例 


Ich TR - X 50 WCP :内蔵モーシヨン t ンサー使用 
2ch TR - X 50 PTC :内蔵モーシヨンたンサー使用 
3ch TR - X 50 T : (外部カメラ、外部人感 t ンサー併用） 
を使用し、信号受信時のみ録画を巧ラ。 


システム構ぶ回 


TR-X50M 




1， 

K ^シ むセシサ- 

2. 

g センサを 

ch 1/ ch 2 の 


じンサー録画設定内の 

[モーシヨンたンサ ー] 

力的 1 〜 

力 jt う a か n 

[モーシヨンじンサ ー] 

モーシヨンセンザー Ob 

を ON にする。 

力 > ラ3 Wt 

/ [它ンサー受信] を 



カイラ4 〇« 

ON にする。 

センサー On 


at 句 > 口 K! イ^ 


"か OKz ¥^ 


3 . 

[たンサー録画時間] 

を設定する。 

※録画中は他チヤンネ 
ルからのじンサー信导 
を検出できません。 



4. ライブ画面に戻り、[警備モード]を ON にする。 

※警備モードを ON にするとモニターの画面は、4分割 
画面になります。 


-52 - 


















































